
指示に従う

推奨径以外での使用禁止。配管と製品間での隙間の発生や、製品の裂けなどの可能性があります。

製品の貼り直し禁止。製品を貼り直した場合、接着性能が低下する恐れがあります。

保管は、直射日光、高温多湿を避けてください。本製品に不必要な打撃を加えないでください。

貼り付け温度が5℃以上の環境が適しています。5℃未満の環境で施工される場合はしっかり貼り付け面を押えてください。

貼る面の埃、水分、油分はよく拭き取りしてください。

高温により変形しますので、火や高温物には十分ご注意ください。

壁面に本製品が密着しきれない場合、または破損の可能性があるような突起や凹凸がある場合はご使用を控えてください。

螺旋状の凹凸がある配管（フレキダクトやスパイラル管）へのご使用の際は、裏面をご参照ください。

製品を使用する部位に防水紙の継手がこないようにしてください。

禁 止

注意

施工説明書

この度は、防水役物 配管用をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
正しく据え付けていただくために、また製品の性能・品質・安全性を確保するために、この施工説明書をよくお読みいただき施工してください。

防水役物 配管用

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

この記号は、禁止の行為を示しています。

安全上のご注意 必ずお守りください。

要保存

この記号は、必ず実行していただく「指示」内容を示しています。

●表示内容と記号の意味は、次のようになっています。

●製品構成 品名

防水役物 配管用

厚み

2.5mm

品番

WPA-P25

WPA-P30

WPA-P40

WPA-P50

WPA-P65

WPA-P75

WPA-P100

WPA-P150

製品外径

110mm

115mm

125mm

135mm

165mm

165mm

190mm

240mm

中央穴径

21mm

29mm

39mm

50mm

59mm

71mm

93mm

135mm

適応ダクト外径

26～32mm

34～42mm

45～50mm

56～65mm

65～78mm

78～89mm

100～114mm

141～165mm

※上記記載のダクト外径に応じた品番をご使用ください。

本体

内側セパレーター

外側セパレーター

中央穴



Information
※Joto製品は、PL法に基づく製品保証体制を取っております。
※製品の仕様は予告なく変更する場合がございますので、予めご了承ください。

施工手順

螺旋状の凹凸のある配管使用時

本製品の中央穴をダクトに差し込み、中央
穴端部を立ち上げながら、セパレーターを
滑らせて防水紙表面まで押し込みます。

●フレキダクト蛇腹部を最大長まで伸ばし、防水ライン
に掛かる部分へ片面防水テープ（幅50mm以上）を
シワが付かないように1重巻きつけます。その際、
防水テープの貼り終わりが配管下部となるようにします。

●貫通配管は屋内側から屋外側に向けて低くなるよう
に勾配をつけて取り付け固定します。

●防水テープと防水役物 配管用の接触部分は隙間が
生じないようしっかり圧着します。

図のように本体を防水紙に押さえつけた
状態で、外側セパレーターをはがします。
外側セパレーターをはがした後に、防水紙
へ密着させるように圧着を行います。

立ち上げ面をダクトにしっかり密着させ
位置を決めたら、内側セパレーターを②と
同様にはがします。全てのセパレーターを
はがした後、ダクトにしっかりと貼りついて
いることを確認します。

第④版 1904SK

※セパレーターは外側方向へめくるように引きはがしてください。
　手前に引っ張るとセパレーターが途中で切れる可能性があるのでご注意ください。

※樹脂系貫通配管にも使用できます。

●施工完成イメージ

• 樹脂系貫通配管 • CD管・PF管

• フレキダクト • スパイラルダクト
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CD管・PF管CD管・PF管
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フレキダクトフレキダクト

防水役物 配管用

片面防水テープ
（50mm幅以上）※1重巻き
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スパイラルダクトスパイラルダクト


